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リサーチレポート IAE-RR-98 055、「高度エネルギー機能変換実験装置の研究計画中間報告 －プラ
1998.11
13
図３　エネルギー理工学研究所で建設中のR= １ヘリカル軸ヘリオトロン装置計画ならびに装置模式図
装置諸元
主半径 1.2m
プラズマ副半径 0.18m
閉じ込め磁場強度 1.0 -1.5T
表３　現在計画中（または最近稼動を開始した）立体磁気軸配位プラズマ実験装置概要
No.2
14
ズマ実験装置の基本設計－」参照）本装置の建設は順調に進みつつあり、来年秋頃からプラズマ実
験が開始される予定である。
表３に、現在計画中あるいは最近稼動を開始した立体磁気軸配位のプラズマ実験装置の概要を示
す。ヘリオトロンJは、磁場配位の制御範囲が広いこと、ヘリオトロンEで用いてきた加熱装置が使
えるため、プラズマ体積に比して加熱電力が大きいことなどが特徴で、この分野においても、世界
をリードする研究ができるものと期待される。
３．おわりに
ヘリオトロンEでの実験結果は、ヘリカル型磁場閉じ込め方式の長所を認識する動機となり、トカ
マク方式とならんで将来の実用炉候補のひとつとしてヘリカル方式の研究が進められるようになっ
た。周知のように、ヘリオトロンE装置をスケールアップしたLHD装置が文部省核融合科学研究所の
主計画としてとりあげられ、第一期の建設が終了し、本年３月から実験が開始された。ヘリカル方式
の閉じ込め実験は、トカマク方式に比べて経験が浅く、装置の規模も必ずしも大きくはない。また、
上に述べたように、ヘリカル方式磁場構造の最適化の方法論にも多くの種類があり、どのような構造
が最適か、それがプラズマ実験装置として、あるいは核融合炉として実際に実現されるか、などの研
究が今後さらに必要である。これらの学理的な研究はそれほど大型の実験装置を必要とせず、大学に
おける研究としてふさわしいものであり、学術的な貢献により大型核融合装置の改善に寄与できるも
のと考えられる。私たちは、これまでのヘリオトロンＥを中心とした研究成果を基盤とし、新たにヘ
リオトロンJを中心とした研究を推進して行くことによって、核融合エネルギー開発に貢献していこ
うと考えている。
